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1緒　　言
　骨三筋，心筋及び『三滑筋は，生理的にその機能
を異にし，各種藥物の作用様式も相違する事は周
知の事実である。この相違が事実上筋肉の牧縮要
素たるActin，　Myosin及びActomyosln等に帰せら
れるか否かという事は，誠に興味深い問題である。
　1946年G．Rozsa1）が，骨儲筋，心筋及び21亙滑筋
のActin，　Myosiriを抽出し，それらを交換して作
ったActomyosinが同じ反腱｛を示す事を見たのを
始めとして，2，3の研究者2）により哺乳動物の各
種筋肉のみならす冷血動物，鳥類，貝等のActin，
Mア⑲n及びActomyosinについて研究された。こ
れらの事から，A・Szent－Gyδrgyi3は各種筋肉の闇
には，Actin，　Myosin自体には’本質的弟が無く，そ
れら各種筋の相違は含有するActin，　Myosin．の量
的関係及び何らかの調節物質の存在によるとして
いる、
　またE・Bozler4）はグリセリンで処理した各種
筋線維を用v・て，そのATP短縮及び弛緩を観察
し各種筋肉の間に相違が無かったと報告し，N・K：・
Sarkar5）もまたLimulus　mUscleのグリセリン処理
筋線維のATP短縮が家兎腰筋の場合と同じ態度
をとったと報告している。
　筋肉をグリゼリンで処理すると，筋中の溶解性
蛋白質の50％はグリセリン中に抽出されるが，分
子構造は破壌されす牧縮性も良く保存されている。
また忙中の牧縮性蛋白質は結合してActGmyosin
となり，ATPを與えると反雁｛して短縮が見られ
る～♪A．Szent－Gy5rgyi3）はこの短縮は弛．綾及び膜
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に由來する興奮に影響されないと述べている。
　私は，グリセリンで処理した各種筋郵）筋線維を
用いて，諸種の藥物がその線維及びそのATP短
縮に如何なる影響があるかを槍し，藥物の作用機
序並びに：各種筋肉のActomyosinの特異性を何処
まで詮口出來るかを槍討せんとして，ます，家兎
腰筋につV・ての成績を報告する。
II実駿方法
A）グリセリン処理筋線維の作製法
　グリセリン処理筋線維の作り方は，A．　Szent－Gy6rgyi6）
の方法に從つた。以下その方法を略記する。家兎を断頭して
殺し，直ちに皮を剥ぎ腸を抜き，腰筋を露出す。腰筋はピ
ンセットで直径1mm長：さ約50　mmの線維束に分ち，　そ
れを4～5本纏めて側に置いた細面と共に両端を紅で固定
す。　細棒に固定した線維束は，　腰筋より切り離し直ちに
0。Cの50％グリセリン中に浸す。24時間後線維束を隠裏
より切り離し，夏に24時間0。Cに保ち，以下一20℃に保
存す。
　実瞼に供する場合は，線維束を一20DCより取り出し0。C
の20％グリセリン中に1時間以上浸し，吹に室温におい
て紬針を以て直径約．Or2～0．3mmに分けて使用する。以下
実瞼は全て室温で行った。
B）　ATP
家兎筋肉よりA．Szent－Gy6・gyi・）の方法で1課分離し
たB昂塩で粒度65％のものを用いた。劇烈時には，0．16M
KCI及びO。OO1　M　MgCI2の溶渡に。．2％一の割合に溶かし，
硫酸でBaを沈澱させATPを遊離の形にし，　pHを苛性
ソーダで7．0に補正した。
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第1図グリセリン処理家兎腰鯖線維
　　　に與える諸種藥物の影響
C）藥　　　　物
　藥物はすべて0．16MKCI及びO．OOI　M　MgC12の溶液
に溶解した。以下藥物の種類及び濃度を列挙する。
　　1）　Q．01M　塩酸キニーネ
　　2）0．OIMカフェイン
　　3）0。Ol　M硝酸ストリヒニン
　　4）0．005　M　硫酸ア1・ロビン
　　5）0．Ol　M　塩1化アセチルコリン（邦製オビソPト）
　　6）0．2％　ヂギタリス末浸出液
　　7）0．0003Mワゴスチグミン
　　8）（i．OOI　M塩酸アドレナリン
　　9）0。01Mモノ沃度酷酸
　なお対照群として，蒸溜水，0．16M　KCI及びO．OOI　M
MgC12液，リンゲル氏液を用いた。
D）．実瞼操作
　実瞼1．筋線維をATP及び各溶液に5分間浸し，その
　　影響を検した。
　実瞼2。筋線維を始め各溶液に5分問浸し，その後洗う
　　事なしにATP．液に浸し，5分後の短縮を観察した。
　実験の前後で筋線維の長さを測るのであるが，その方法
は，A．　G．　Szen七一Gy6rgyi7）に律い筋線維をピンセットで
引き仲す事なしに出血るだけ眞直ぐにして，物差を用いて
測った。
　また短縮傘は〔原長一煙紺後の長さ〕／〔駅長〕を以て表
わし，各例につきそれぞtL　10回前後のZls■aをとった6
III実瞼成績
実wa　1．グリセリン処理筋線維に対する各種藥物の影響
ee　1図に示す如く，筋線維はATPにより平均61％．短縮
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第2図グリセリン処理家兎腰筋線維のATP
　　　4ft縮に興孝る諸種藥物の影響
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する。また同時に乳白色の筋線維は，著明に硝子状透明に
なるのを見た。アドレナリン及びモノ沃度酷酸は，共に筋
線維を僧門約6％短縮させる。ζ0場合も，ATPの場合同
榛筋線維が硲子状透明化するのを見た。以上の外の各種藥
物は影響無かった。
　実瞼2．各種藥物のATP短縮に與える影響’
　各種置物で前処置した筋線維にATPを作用させた成績
は第2図の如くである。アドレナリン及びモノ沃度酷酸の
前処置が，筋線維のATP短紺を抑制した。その他の藥物
では，キニーネが僅にATP短縮を促進する如き成績の夕卜，
影響無かった。
IV総括並びに考按
　1．グリセリン処理筋線維のATPによる短縮
　　’性
　以上の成績より明らかな如く，グリセリン処理
筋線維はATPにより著明に短縮する。私の成績
では，その短縮率は平均約60％であるが，これ
はA．G．　Szent－Gy6rgyi7）：の成績とほぼ等しく，
A．Szent－Gyδrgyi6）の成績に比べるとやや劣る。即
ち，氏によれば原長の1／4～1／5にまで短縮すると
いう。グリセリン処理筋線維の短縮率は，筋線維
の太さ，ATP濃度，斑晶時閥等に関係する。私の
標’本は径0．2～0．3mmの太さであり，　A．　Szent－
Gyδrgyiの0．1～O．2　mmに比しやや太く，また使
用ATPの純度もやや低い等の点が上述の差異を：
生じた主なる理山と考えられる。
　乳白色の筋線維が，ATPにより短縮と同時に
硝子歌透明化する点は，E．　BozlerS・も既に指摘し
てV・る。氏はグリセリン処理筋線維のATP短縮
に際しこれの見られる所から，これはActomyosin
の解離というよりは，むしろより大なる複合体の
分解に対置する現象となしてV・る。
　2．アドレナリン及びモノ沃度門門の作用
　各種野物の影響を見るに，アドレナリン及びモ
ノ沃度酷酸の2つにのみ著明な効果を見る。即ち，
グリセリン処理筋線維をこれ等の液に浸す時は，
元の乳白色の色調は著明に硝子歌透明に変化し，
同時に著しく仲展し易くなり，弾性の低下する事
を認める。また第1図に見る如く，軽度ながら杢
例におV・て短縮を見る。
　更にこれをATP溶液に浸すと，対照に比し著
明にその短縮率を減じ，アドレデリンで24％，モ
ノ沃度酷酸で33％短縮するに過ぎない。即ちア
ドレナリン及びモノ沃度酷酸は，グリセリン処理
筋線維のATP短縮を著明に抑制する。
　1・Varga9）によれば，アドレナリンの中等度濃
度1まグリセリン処理筋線維のATP短縮における
温度効果に影響無いという。しかるに，最近高
垣10）等はActomyosin糸のATP短縮が，アドレ
ナリン，ヒスチヂンその他により著明に抑制され
る事を報告し，’ ﾜたF．B．　Straubii）等は；アドレナ
リンはActinのG－F変形に対し一定の影響ある
事を見ている。これ等の差は，アドレナリンの濃
度並びに適用條件等の差に基づくと考えられるが，
少なくとも一定條件下に；拾けるナドレナリンの
Actomyosin系に対する効果は殆ど疑V・なく，　L．
Vargaの否定的成績は，それ．らの実験條件の考慮
の下に：再掛戸を要するもg）と考える。
　G．L．．Browni2）によれば，アドレナリンの筋肉
作用は，その祠経筋接続部匠対する作用以外に筋
に対する直接作用も考慮すべきであるとされる
が，以上の所見はこの観点からも興味深いもので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
ある。
　モノ沃度酷酸については，本実験の如き研究は
これまで無い様である。
　なおアドレナリン並びにモノ沃度酷酸のかかる
作用の機序に関しては，別報管において論ずる事
にする。
　3・その他の三物の作用
　上記の藥物の外では，キニーネが僅かながら
ATP短縮に促進的に作下したのは興味ある事実
であるが，更に詳細に槍卜した上で結論すべきで
あろう。
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9）　Varga，　L．：　Enzymologia，　14，　392　（1951）．
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　以上の外の諸筋肉毒及び乖巾経毒は，すべて骨儲
筋である腰筋のActomyosin系並びにそのATP
との反慮1こ何の影響も無かった。即ち，これ等の
藥物はActomyosin系に直接作用するものでなV・
と考える。しかしA．E．　Mirskyi3）は，　Myosinに
カフェインの作用の無V・のはMyosinとして取．
出す過程で飢に変性しているからだといっている
点は一考を要するものと考える。
　ヂギタリスにっV・ては，A．　Wollenberger1’i）がS．
Mallowi”o）等の論丈を引月1している。　その詳細は
不明であるが，S・Mal！ow．’等は弓景心配糖体の前処
置がActomyosin系の短縮をより完全にするとV・
つている。
　しかし私の成績では，何等の影響も無かった。
1．Horvithi6）等は，ヂギタリスが心筋より取り出』
したActinに対してのみそのG－F変形を促進す
ると述べてV・る。以上の事から，筋肉の種類によ
る相違，実験條島島が重要な因子をなすものであ
ろう。
　この事は，アセチルコリンの場合にもいい得る。
H．Somme士kamp正17）は蛙の各骨賂筋に対する．アセ
チルコリンの反慮様式から，それを緊張筋，非緊
張筋及び混合筋に分けた6アセチルコリンの影饗
の無いのは，家兎腰筋が二二アセチルコリンに対
して反慮性の少なV・非緊張筋に属する爲かとも考
k．られる。二ってこの点について，夏にアセチル
コリンに鋭敏な蛙直腹筋につき検討を要するもの
と’lえる。
　しかし何れにもせよ，A・Szent－Gyδrgyi3）のV・う
如くグリセリン処理筋線維が，刺戟興奮機椿を欠
く系であるとすれば，かかる乖1【軽毒の影響は認め
難V・ものと考えるのが至当であろう。
．V結　　論
　1）諸種の藥物を用v・て，50％グリセリンで処
理した家兎腰筋線維に対する影響及びそのATP．
短縮に及ぼす影響を回した。
　2）藥物として，ATP，キ＝一・一ネ，カフェイン，
ヂギクリス，ス、Fリヒニン，ア1・ロビン，アセチ
ルコリン，ワゴスチグミン，アドレナリン及CN「　＝e
ノ沃．三三酸を用いた。
　3）ATPはグリセIJ．ン処理筋線維を著明に短
縮せしめる。また同時に乳白色の同線維を硝子歌
透明に二した。
　4）　アドレナリン及びモノ沃度酷酸は，共にグ
リセリン処理筋線維を二子扶透明にし，その弥性
を低下させると共に1軽度の短縮を起し，夏に：
ATP短縮を著明に抑制した。
　5）　その他の薬物では，キニーネが僅かにATP
短縮を促進する如き傾向があった外，何等の影響
も見られなかった。　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　く　　　　　 （27．II。4受付’）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　The　effects　of　drugs　on　glycerinated　rabbit　psoas　and　on　ATP－shortening　of　the　same　were
studied．　The　experiments　were　carried　out　with　rabbit　psoas　stored　in　50　per　cent　glycero正as
described　by　A．　Szent－Gyδrgyi（1949）usillg　the　folIowing　drugs：ATP，　strychinine，　chinine，
atropine，　digitalis，　caffeine，　acetylcholine，　vagostigmine，　adrenaline　and　monoiodoacetic　acid　in
O．16MKCI　containing　O．001　M　MgCI2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナATP causes a pronounced shortening　of　glycerinated　muscle　fibre　and　renders　muscIe　fibre
originally　opalescent　and　、vhite，　transparent・
　　　　Adrenaline　and　monoiodoacetic　acid　also　cause　muscle　fibre　to　become　transparent　and　induces
aslight　shortening（6％）of　the　muscle　fibre．　ATP－shortening　is　inhib三ted　by　preliminary　immersion
in　these　drug　solutiolls。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　『
　　・Other　drugs　had　no　effects　on　gIycerinated　muscle　fibre　or　ATP－shortening．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．4，1952）
